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１．概要（Summary） 

本研究では、三次元ネットワーク構造と高空隙率を持

つナノファイバー不織布膜による内部濾過に着目し、内

部空間の有効活用を目指してプラズマ照射の適用を試

みる。プラズマは材料を超親水性に改質する効果がある

ことが知られており、これをナノファイバー不織布膜に適

用することにより、粒子がナノファイバー不織布膜のより深

部まで侵入できるようになることが期待される。本法により、

内部濾過期間の延長による濾過性能の向上を図り、その

改質効果を様々なプラズマの照射条件下で比較する。 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

走査型電子顕微鏡 S4300 
【実験方法】 

平均繊維径 400 nm のポリアクリロニトリル製ナノファイ

バー不織布膜に種々のガス種の大気圧プラズマを照射し、

粒子径 1.0 µm のポリメタクリル酸メチル微粒子の濾過を

行った。ナノファイバー不織布膜の平均孔径は粒子径より

も大きい 2.3 µmであるが、濾液中への粒子の透過はみら

れなかった。濾過速度の経時変化を測定し、プラズマ照

射の有無やガス種の違いが濾過速度に及ぼす影響を検

討した。また、ナノファイバー不織布膜内部への粒子捕捉

状態を走査型電子顕微鏡によって観察した。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

大気圧プラズマを N2、O2、Ar、Air ガスにより発生させ、

これらを照射したナノファイバー不織布膜で濾過実験を

行った結果、Fig. 1 示されるように、不織布膜の内部空間

の粒子充填率はプラズマ照射によって増加し、特に Ar、
O2、Airプラズマを照射したときに顕著な粒子充填率の増

加が確認された。また、不織布膜の繊維層内部に粒子が

密に充填されている様子が走査型電子顕微鏡による写真

(Fig. 2)でも観察された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   (Left) Fig. 1 Particle packing ratio 
  (Right) Fig. 2 SEM image of particle retention 
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